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管路の耐震化や局所的な豪雨による浸水対策、さらには既設管の更生・維

持管理、普及促進など、下水道を取り巻く環境は年々複雑になっています。

クボタシーアイは、こうした時代のニーズにお応えするさまざまな製品・技

術によって、いつまでも安心して使える下水道づくりに貢献いたします。 

パイプから管路更生まで幅広くお応えします。 
  

特  　　集 
 
にっぽん探訪探訪 

施工現場レポート 

地震激動期に備え 
下水道管路の耐震化施策進む 
「早春の瀬戸、小島をめぐる。」 

リブパイプ（長野県長野県）／ダンビー工法（新潟県新潟県） 

特  　　集 
 
にっぽん探訪 

施工現場レポート 

地震激動期に備え 
下水道管路の耐震化施策進む 
「早春の瀬戸、小島をめぐる。」 

リブパイプ（長野県）／ダンビー工法（新潟県） 



雨に強いまちづくりに貢献します。 

下水の逆流を防止 

雨に強いまちづくりに貢献します。 雨に強いまちづくりに貢献します。 

雨水対策製品 
 

雨水対策製品 
 

雨水対策製品 
 

雨水流出抑制対策に活躍 

●止水性の高いくら型貼付構造。 
●接着剤や特殊工具なしに施工。 

流入径φ100～φ125 
ます内径φ500、φ350 
           （φ350は企画中） 

カンタ
ン君 

公共ますに設置し、大雨で下水道管内の水位が上がることによって起こる、宅地内への下水の浸入を防ぎます。 

低コスト、簡単施工の組立式雨水貯留浸透槽で、浸水などの都市型災害の防止に貢献。 
●部材を組み合わせるだけの簡単施工。　●環境に優しい特殊再生プラスチック製。 

ショッピングセンター・ 
校庭・運動場など 

RAIN望 ケーブ 

●φ760大口径1m 大型パネルで簡単組立。 
●槽内の維持管理が容易!

戸建て住宅など 

RAIN望 パネル 

●軽量L型パネルをワンタッチで組立。 
●槽上部に点検口の設置が可能!

宅内用 

RAIN望 エルパネ 

●部材オールインワンで 
　浸透ます感覚。 

RAIN望シリーズ 
 

RAIN望シリーズ 
 

ます用逆止弁 ます用逆止弁 

2

暮らしのある風景 
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特
集  

地
震
激
動
期
に
備
え 

下
水
道
管
路
の
耐
震
化
施
策
進
む 

施
工
現
場
レ
ポ
ー
ト 

　
リ
ブ
パ
イ
プ（
長
野
県
／
飯
田
市
） 

製
品
案
内 

　
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
管
路
更
生
工
法 

施
工
現
場
レ
ポ
ー
ト 

　
ダ
ン
ビ
ー
工
法
（
新
潟
県
・
佐
渡
市
） 

読
者
Ｑ
＆
Ａ 

　
塩
ビ
管
を
浅
埋
設
す
る
と
き
の
基
準
に
つ
い
て 

に
っ
ぽ
ん
探
訪 

　
早
春
の
瀬
戸
、小
島
を
め
ぐ
る
。 

　
〜
芸
予
諸
島
の
旅
〜 

工
事
店
さ
ま
訪
問
記 

　
広
島
県
・
株
式
会
社
河
本
建
設 

ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋 

　「
電
子
レ
ン
ジ
で
柔
ら
か
く
」
の
巻 

P
A
L

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

　 

マ
ン
ホ
ー
ル
内
が
広
く
使
え
る 

　
貼
付
型
内
副
管
継
手
ス
マ
ー
ト
ク
ロ
ス 

レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
・
ク
ッ
キ
ン
グ 

　「
あ
っ
さ
り
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
」 

読
者
お
便
り
コ
ー
ナ
ー 

イ
ラ
ス
ト
あ
り
が
と
う 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
ク
イ
ズ
「
私
は
誰
で
し
ょ
う
」 

編
集
後
記 
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２００６春号 

早春の瀬戸、 
小島をめぐる。 
瀬戸内の無数の島々、芸予諸島。 

古来より海上の要所として栄えた。 

島の人々は今なお祖先が残した 

伝統を守り続けている。 

P13 にっぽん探訪（広島県・愛媛県）より 

 

ショッピングセンター 

脚 

くら 

弁 

弁管 

パッキン 



▲塩ビ管＋砂基礎 

リブパイプ＋砕石基礎

　日本の陸地面積は地球表面積のわずか0.1％。

しかしそこから放出される地震エネルギーは地球

全体の約1割といわれている。このため日本列島

近辺ではマグニチュード8クラスの巨大地震が10

年に1度、7クラスでは年1回の割合で発生。なか

でも東海地震や東南海・南海地震は、今世紀前半に

も発生の恐れがあるといわれている。万一これら

が同時発生すれば、死者約2万8,000人、経済被害

約94兆円とも。現在、国はその数値を今後10年間

で半減させる減災目標を掲げる一方、重要なライフ

ラインのひとつである『下水道』についても耐震化

の施策を進めている。 

下
水
道
法
施
行
令
に

    

「
耐
震
化
」
を
明
記

国
交
省
「
歩
掛
り
制
定
」

 

で
コ
ス
ト
低
減
を
促
進

地震激動期に備え 

下水道管路の 

耐震化施策進む 

地震激動期に備え 

下水道管路の 

耐震化施策進む リブパイプ 

　
地
震
に
よ
っ
て
下
水
道
管
路
が

甚
大
な
被
害
を
受
け
る
と
、そ
の
復

旧
に
は
長
期
間
必
要
で
、市
民
生
活

へ
の
物
理
的
・
心
理
的
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
。
そ
こ
で
国
は
、万
一
の
震

災
に
あ
っ
て
も
下
水
道
の
機
能
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
、管
路
の
耐
震
化
や

老
朽
管
路
の
改
築
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
5
年
間
以
内
の
「
下
水
道
地

震
対
策
緊
急
整
備
計
画
」
を
策
定
。

防
災
拠
点
と
処
理
場
を
接
続
す
る

管
渠
や
緊
急
輸
送
路
、避
難
路
、軌

道
下
に
あ
る
重
要
危
険
管
渠
の
耐

震
化
を
推
進
し
て
い
る
。 

　
ま
た
こ
う
し
た
施
策
と
併
行
し

て
、先
ご
ろ
下
水
道
法
施
行
令
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、管
路
の
耐
震
化
が

明
記
さ
れ
た
。
施
行
は
今
年
4
月
1

日
。
こ
れ
に
よ
り
、今
後
下
水
道
管

路
を
築
造
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、万
一

に
備
え
た
耐
震
措
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

　
管
路
の
耐
震
化
を
定
め
た
の
は

『
下
水
道
法
施
行
令
第
五
条
』の
な

か
に
盛
り
込
ま
れ
た
一
文
、「
地
震
に

よ
っ
て
下
水
の
排
除
及
び
処
理
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
地
盤
の
改
良
、

可
撓
継
手
の
設
置
そ
の
他
国
土
交

通
大
臣
が
定
め
る
措
置
が
講
ぜ
ら

れ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
も
の
。
つ

ま
り
地
震
に
備
え
て
管
路
の
基
礎

に
は
し
っ
か
り
し
た
『
地
盤
改
良
』

を
施
す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。 

　
地
震
に
よ
る
管
路
の
浮
き
上
が

り
は
、地
盤
の
液
状
化
現
象
が
原
因

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
地

下
水
位
の
高
い
砂
層
地
盤
が
地
震

の
衝
撃
に
よ
っ
て
砂
部
と
水
部
に
分

離
し
、砂
の
間
隙
水
圧
に
よ
っ
て
埋

設
物
が
押
し
上
げ
ら
れ
る
現
象
で

あ
る
。
自
然
流
下
の
下
水
道
だ
と
、

こ
れ
に
よ
っ
て
管
路
が
逆
勾
配
と
な

り
排
水
機
能
が
麻
痺
し
て
し
ま
う
。

　
国
土
交
通
省
は
「
下
水
道
地
震

対
策
技
術
検
討
委
員
会
」
の
報
告

書
で
、地
震
時
の
液
状
化
対
策
に
有

効
な
手
段
と
し
て
、埋
戻
し
部
を
良

質
砂
で
締
固
め
る
こ
と
、セ
メ
ン
ト

を
添
加
し
て
固
化
さ
せ
る
こ
と
、砕

石
を
用
い
て
埋
設
す
る
こ
と
の
３
つ

を
提
案
し
て
い
る
。
し
か
し
良
質
砂

は
90
％
以
上
締
固
め
て
も
液
状
化

し
た
事
例
が
あ
り
、セ
メ
ン
ト
固
化

は
コ
ス
ト
や
施
工
性
に
懸
念
が
残

る
。
透
水
性
の
良
い
砕
石
基
礎
は
、

施
工
性
、経
済
性
の
観
点
に
お
い
て

も
有
効
と
考
え
ら
れ
、そ
れ
が
使
用

で
き
る
リ
ブ
パ
イ
プ（
リ
ブ
付
硬
質

塩
ビ
管
）は
、近
年
多
く
の
自
治
体

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。 

         

　
ま
た
平
成
17
年
、

国
土
交
通
省
が
土
木

工
事
の
積
算
基
準
を

改
正
す
る
に
あ
た
り
、リ
ブ
パ
イ
プ

の
施
工
歩
掛
が
公
的
に
示
さ
れ
た
。

し
か
も
リ
ブ
パ
イ
プ
の
施
工
性
の

良
さ
が
評
価
さ
れ
、Ｓ
Ｒ
Ａ
よ
り
低

く
設
定
さ
れ
た
。
リ
ブ
パ
イ
プ
は
管

路
の
耐
震
化
と
工
事
コ
ス
ト
低
減

と
う 
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既設管 スペーサー ストリップ 

充填材 

ジョイナー 

ダ
ン
ビ
ー
工
法
で

　
　
　
耐
震
性
を
向
上

砕石基礎＆深埋設で布設が進む 
リブパイプの下水道ネットワーク 

地震激動期に備え 

下水道管路の 

耐震化施策進む 

SFジョイナー 
(管路の1.5％歪み状態） 

 

砕
石
使
用
が
湧
水
地
盤

    

で
の
施
工
性
を
向
上

参
考
文
献 

 

平
成
17
年
版
、16
年
版
防
災
白
書（
内
閣
府
） 

『
第
11
回
東
海
地
震
に
関
す
る
専
門
調
査
会
議
事
録
』 

（
内
閣
府
中
央
防
災
会
議
） 

 

社
団
法
人
日
本
下
水
道
協
会 

『
平
成
18
年
度
下
水
道
事
業
概
要
』 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
ブ
パ
イ
プ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

地盤の永久ひずみ1.5％に
よる管軸方向変位と、レベ
ル2地震動による屈曲角が
同時に作用しても、内水圧
0.2MPaの水密性を確保。 

SFジョイナ－ 
(標準状態) 

 
 

 

リブパイプ 

 

0.20 

0.39 

0.39 

 

200 

 

人 力 

 

 

 

－ 

1

管布設工

 

種  目 

 

世話役 

特殊作業員 

普通作業員 

トラッククレーン賃料 

諸雑費 

 

 

単  位 

 

呼び径（mm） 

管  種 

施工方法 

 

 

 

 

人 

人 

人 

日 

％ 

 

 

SRA（VU） 

 

0.22 

0.44 

0.44 

 

 

 

リブパイプ 

人 力 

0.22 

0.43 

0.43 

－ 

1 

 

300  

SRA（VU） 

機 械 

0.24 

0.24 

0.48 

0.24 
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 ▲φ150、リブ片受直管が１号コンクリートマンホールへ接続完了。 
 
 

の
両
立
を
果
た
す
管
材
と
し
て
、今

後
の
採
用
に
も
拍
車
が
か
か
る
も

の
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

　
各
地
で
耐
震
管
路
の
布
設
が
進

む
一
方
、近
年
都
市
部
を
中
心
に
、老

朽
化
し
た
下
水
道
管
路
を
更
生
し

て
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
８
０

０
ミ
リ
か
ら
３
０
０
０
ミ
リ
と
い
っ

た
大
口
径
管
路
や
、馬
蹄
形
な
ど
の

非
円
形
管
路
の
更
生
に
活
躍
し
て

い
る
の
が
ダ
ン
ビ
ー
工
法
で
あ
る
。
 

　
こ
の
工
法
は
、既
設
管
の
内
面
に

塩
ビ
製
の
帯
状
の
板（
ス
ト
リ
ッ
プ
）

を
密
着
さ
せ
な
が
ら
、ジ
ョ
イ
ナ
ー

と
呼
ば
れ
る
嵌
合
部
材
を
用
い
て

ス
パ
イ
ラ
ル
状
に
製
管
す
る
も
の
。

既
設
管
と
の
隙
間
に
は
高
強
度
の

充
填
材
を
注
入
す
る
た
め
、施
工
後

は
こ
れ
ら
の
部
材
が
一
体
化
し
て
新

管
と
同
等
以
上
の
強
度
を
も
つ
。
ま

た
ダ
ン
ビ
ー
工
法
は
、適
用
口
径
を

そ
れ
ま
で
の
２
０
０
０
ミ
リ
か
ら
３

０
０
０
ミ
リ
へ
と
拡
大
し
、さ
ら
に

改
良
を
加
え
た
Ｓ
Ｆ
ジ
ョ
イ
ナ
ー
に

よ
り
、地
震
時
に
も
高
い
水
密
性
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
成
果
が
評
価
さ
れ
、平
成
17
年

3
月
、　

下
水
道
新
技
術
推
進
機

構
の
「
建
設
技
術
審
査
証
明
」
の
更

新
に
際
し
て
、従
来
の
証
明
書
が
一

部
変
更
さ
れ
た
も
の
を
取
得
し
た

の
で
あ
る
。
 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
特
性
を
活
か
し

た
リ
ブ
パ
イ
プ
や
ダ
ン
ビ
ー
工
法
は
、

そ
の
優
れ
た
施
工
性
で
、地
震
に
強

い
下
水
道
管
路
の
早
期
構
築
に
期

待
が
も
た
れ
て
い
る
。
そ
の
施
工
現

場
の
模
様
を
、長
野
県
飯
田
市
と
新

潟
県
佐
渡
市
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

▲
 

施工現場レポート

長野県飯田市
特定環境保全
公共下水道
管渠布設工事

国土交通省 下水道用設計標準歩掛表（平成17年度版より一部抜粋） 
 

 

長
野
県
の
最
南
端
、伊
那
谷
の
中

央
に
あ
る
飯
田
市
。
飯
田
盆
地
の
中

央
部
を
北
か
ら
南
へ
天
竜
川
が
流

れ
、そ
の
段
丘
地
帯
に
は
畑
地
と
果

樹
園
が
広
が
る
。
中
央
高
速
道
飯
田

イ
ン
タ
ー
か
ら
南
西
へ
３
km
程
、丘

陵
地
の
り
ん
ご
畑
を
抜
け
る
と
自

然
に
恵
ま
れ
た
山
本
地
区
が
あ
る
。

こ
の
地
区
で
は
近

年
、戸
建
て
の
住
宅

が
多
く
建
ち
現
在
、

複
数
の
工
区
に
分

か
れ
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
管

渠
の
布
設
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。 

飯
田
市
は
こ
れ
ま

で
焼
却
灰
を
セ
ラ

ミ
ッ
ク
化
し
た
陶

管
を
、
主
に
下
水

道
本
管
に
使
用
し

て
き
た
。
し
か
し

供
給
体
制
の
問
題

か
ら
陶
管
に
変
わ

る
管
材
が
必
要
と

な
り
、数
年
前
よ
り
検
討
が
行
わ
れ

て
き
た
。
求
め
ら
れ
た
特
性
は
、た

わ
み
に
強
く
、ま
た
強
度
が
高
い
こ

と
。
地
形
的
に
下
水
道
本
管
の
土
か

ぶ
り
が
深
く
、深
埋
設
に
対
応
で
き

る
偏
平
強
度
が
必
要
で
あ
っ
た
。
取

材
し
た
現
場
で
は
管
底
ま
で
3.1 
m
、

さ
ら
に
深
い
と
こ
ろ
で
は
5 
m
を

越
え
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が

リ
ブ
パ
イ
プ
。
環
状
リ
ブ
構
造
に
よ

る
優
れ
た
偏
平
強
度
が
評
価
さ
れ
、

昨
年
の
初
旬
に
採
用
が
決
定
し
た
。 

リ
ブ
パ
イ
プ
が
選
ば
れ
た
の
は
偏
平

強
度
だ
け
で
は
な
い
。
軽
量
で
取
扱

い
が
容
易
で
あ
る
た
め
、重
機
の
使

用
を
押
さ
え
施
工
距
離
が
延
ば
す

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
特
殊
形
状

ゴ
ム
輪
に
よ
る
接
合
で
水
密
性
に

優
れ
て
お
り
、漏
水
し
に
く
い
こ
と

も
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。 

　
ま
た
リ
ブ
パ
イ
プ
の
採
用
に
貢

献
し
た
の
が
基
礎
材
の
問
題
。
飯
田

市
で
は
も
と
も
と
陶
管
と
砕
石
を

セ
ッ
ト
で
使
用
し
て
き
た
。
特
に
飯

田
市
は
丘
陵
地
が
多
く
、地
下
水
が

高
い
。
そ
こ
で
透
水
性
の
高
い
砕
石

基
礎
を
使
用
す
る
こ
と
で
、湧
水
に 

（財） 
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勾配復元工法部材 

既設管 

最小3cm

仕上げ 
モルタル 

モルタル 

既設管 

EXパイプ 

既設管 スペーサー ストリップ 

ジョイナー 

充填材 

EX工法 

製品案内
都市再生に貢献する 
クボタシーアイ管路更生工法 

塩ビ製のEXパイプ
を加熱して既設管
内へ挿入。管内で
復元して圧着し、
優れた強度と品質
を備えた連続パイ
プをつくります。 

塩ビ製の帯板（ス
トリップ）を、既設
管内側にスパイラ
ル状に密着させて
製管。供用中、矩
形・馬蹄形管渠で
も施工可能な大口
径更生工法です。 
適用口径 800～
3,000mm／延長
：制限なし 

流下性能の低下を
円滑な流れに改善。
部材はすべて既設
人孔より搬入し、専
用治具により管内
に入ることなく非開
削で施工できます。 

ダンビー工法 横浜市環境創造局共同開発 

管　　種 

口　　径
 

延　　長 

管路条件 

内　　圧 

鉄筋コンクリート管、陶管、鋼管など 

φ100～φ600mm 

100m（口径・管路条件によって異なる） 

段差（25mm）、隙間（50mm）、屈曲角（10°） 

0.15～0.6MPa（口径により異なる） 

※自立管仕様はφ200～φ300mmです。 

主要部材適用範囲 適用範囲
管　　種 

 口　　径
 

延　　長 

 管路条件 

内 外 圧  

鉄筋コンクリート管、鋼管、鉄管など 

円　形 

非円形 

制限無し 

 

 

内水圧0.3MPa、外水圧0.2MPa

φ800～φ3000mm

短辺 800mm以上 ／ 長辺 3000mm以下 

＜円形管の場合＞ 
段差（100mm）・屈曲角（6°） 
曲がり（曲率半径20m）・隙間（150mm） 
 

※ 

地震激動期に備え 

下水道管路の 

耐震化施策進む 

木村 信一さん 
（飯田市下水道課） 

 

▲リブパイプは軽量で持ち運びが簡単。重量はφ150、4ｍで約12kg程度。 

▲閑静な住宅が並ぶ工事現場付近。現場の 
　向こうには2000m級の南アルプスが見える。 牧内 一司さん 

（飯田市下水道課） 

▲マンホールへの接合は、継手に挿入してステンレス製のバンドを締めるだけ。 

対
す
る
施
工
性
の
向
上
も
図
ら
れ

た
。
リ
ブ
パ
イ
プ
は
塩
ビ
管
で
あ
り

な
が
ら
砕
石
基
礎
を
使
用
で
き
る

点
を
評
価
す
る
の
は
、飯
田
市
下
水

道
課
の
木
村
信
一
さ
ん
。
ま
た
工
事

で
は
再
生
砕
石
を
使
用
し
、工
事
コ

ス
ト
の
縮
減
だ
け
で
な
く
、循
環
型

社
会
に
も
配
慮
し
て
い
る
。 

　
工
事
は
マ
ン
ホ
ー
ル
に
継
手
が

取
り
付
け
ら
れ
た
後
、再
生
砕
石
で

基
礎
を
固
め
、リ
ブ
パ
イ
プ
が
手
際

よ
く
接
続
さ
れ
た
。
現
場
で
指
揮
を

と
る
株
式
会
社
伍
福
園
の
小
林
昭

弘
さ
ん
は
、「
φ
１
５
０
の
リ
ブ
パ

イ
プ
直
管
で
あ
れ
ば
一
人
で
軽
く
持

て
、管
の
切
断
・
接
合
作
業
も
容
易

で
施
工
が
し
や
す
い
」
と
語
る
。 

　
生
活
環
境
を
清
潔
で
快
適
な
も

の
に
す
る
た
め
に
下
水
道
普
及
率

１
０
０
％
を
目
指
す
飯
田
市
。
そ
の

た
め
に
ま
だ
ま
だ
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
下
水
道
工
事
が
あ
る
と
、

同
市
下
水
道
課
の
牧
内
一
司
さ
ん
。

リ
ブ
パ
イ
プ
へ
の
期
待
は
大
き
い
。 

 

▲基礎材には再生砕石を使用。工事コストの 
　縮減はもとより湧水対策に効果を発揮し、 
　環境にも配慮した基礎材である。 
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ダンビー工法で甦る 
次世代への下水管路 
ダンビー工法で甦る 
次世代への下水管路 

施工現場レポート

Field Report Now

ダンビー工法／下水道管更生工事

新
型
嵌
合
部
材
Ｓ
Ｆ
ジ
ョ
イ
ナ
ー
で
耐
震
性
ア
ッ
プ

ダンビー工法で甦る 
次世代への下水管路 

▲佐渡市立八幡小学校四年生対象に行われた社会見学。下水道と下水管路の更生について解説された。 
 
 

新潟県
佐渡市

▲工事風景 
国道350号線、佐渡市立八幡小学校前約130m間で行われた。 
 

▲帯板（ストリップ）の施工 ▲嵌合部材（SFジョイナー）で製管 

常山洋一さん 
（新潟県流域下水道事務所） 

 

本多靖則さん 
（植木組） 

 

▲施工前 ▲施工後 

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
の
老
朽
化
は
、

時
間
だ
け
で
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
特
に
硫
化
水
素
が
多
く
発
生
す
る

管
路
で
は
数
年
で
腐
食
し
、管
内
が
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
る
。
主
に
腐
食
が
発
生
し

や
す
い
場
所
と
し
て
、段
差
・
落
差
の
大

き
い
箇
所
の
気
相
部
、圧
送
管
の
吐
き

出
し
部
の
気
相
部
な
ど
が
あ
る
が
、下

水
あ
る
い
は
汚
泥
中
の
硫
酸
イ
オ
ン
濃

度
が
高
い
場
合
に
は
硫
化
物
が
生
成
さ

れ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
早
く
腐
食
さ
せ
る
。

今
回
の
現
場
も
そ
の
よ
う
な
過
酷
な
環

境
で
あ
っ
た
。 

　
新
潟
県
佐
渡
市
の
国
府
川
流
域
下
水
道
の
下
流
に
位
置
す
る

八
幡
地
区
で
の
工
事
で
あ
る
。
供
用
開
始
が
平
成
七
年
で
あ
る

か
ら
、わ
ず
か
10
年
で
管
路
更
生
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
が
検
討
さ
れ
採
用
さ
れ
た
の
が
、大
口
径
の
更

生
に
適
し
た
ダ
ン
ビ
ー
工
法
。 

　
採
用
さ
れ
た
理
由
と
し

て
は
、ま
ず
全
国
で
の
採
用

実
績
。
近
年
採
用
が
増
加
し
、

そ
の
累
計
施
工
距
離
は
平

成
17
年
に
は
３
万
m
を
超
え
、

信
頼
性
が
高
い
。
ま
た
、工

事
は
一
般
国
道
で
行
わ
れ
る

た
め
、で
き
る
だ
け
コ
ン
パ

ク
ト
な
工
事
ス
ペ
ー
ス
と

速
や
か
な
道
路
開
放
が
望

ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
施
工

条
件
に
対
し
本
工
法
は
マ

ッ
チ
し
て
い
た
。「
ダ
ン
ビ
ー
工
法
は
、

既
設
管
内
の
下
水
を
汲
み
上
げ
る
水

替
え
を
す
る
こ
と
な
く
供
用
し
な
が

ら
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、当
然

工
事
コ
ス
ト
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
語
る
の
は
新
潟
県
流
域
下
水
道
事

務
所
の
常
山
洋
一
さ
ん
。 

　
工
事
を
監
督
す
る
植
木
組
の
本
多

靖
則
さ
ん
は
、「
既
設
管
の
口
径
が

８
０
０
mm
で
、下
水
の
流
量
が
多
い
た
め
更
生
管
の
流
量
確
保

が
重
要
で
す
」
と
語
る
。
そ
の
点
、ダ
ン
ビ
ー
工
法
は
断
面
縮
小

が
小
さ
く
、滑
ら
か
な
ダ
ン
ビ
ー
部
材
の
効
果
で
既
設
管
の
流

量
を
確
保
で
き
る
。 

　
ダ
ン
ビ
ー
工
法
の
採
用
に
も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
耐
震

性
。
新
潟
県
中
越
地
震
の
教
訓
か
ら
で
き
る
だ
け
地
震
に
強
い
管
路

を
作
り
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。
塩
ビ
製
の
帯
板（
ス
ト
リ
ッ
プ
）

を
既
設
管
の
内
側
に
ス
パ
イ
ラ
ル
状
に
密
着
さ
せ
て
い
く
ダ
ン
ビ
ー

工
法
に
お
い
て
、ス
ト
リ
ッ
プ
間
の
接
合

部
に
使
用
さ
れ
る
嵌
合
部
材
が
新
し
い

Ｓ
Ｆ
ジ
ョ
イ
ナ
ー
に
変
わ
っ
た
。
地
震
に

よ
っ
て
地
盤
が
大
き
く
変
化
し
た
場
合
、

Ｓ
Ｆ
ジ
ョ
イ
ナ
ー
が
伸
縮
し
、地
盤
変
化

に
追
従
す
る
こ
と
で
更
生
管
路
の
流
下

機
能
も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
工
事
期
間
は
約
一
ヶ
月
。
今
回
行
わ

れ
た
社
会
見
学
の
み
な
ら
ず
、下
校
中

の
小
学
生
が
し
ば
し
立
ち
止
ま
っ
て
工

事
に
見
入
っ
て
い
る
。
ダ
ン
ビ
ー
工
法

で
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
は
、下
水
道

の
重
要
性
の
理
解
に
も
一
役
か
っ
て
い
る
。 

か
ん
ご
う 
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塩ビ管を浅く埋設したい場合の、埋設深さ（最小土被り）基準について教えて下さい。

公共道路以外の敷地内に、管を埋設する
場合の浅埋設基準について

& 

第2編 共通工事 
　第2章 配管工事 
　　第7節 埋設配管 

１.１ 国土交通省 大臣官房官庁営繕部監修
　　「公共建築工事標準仕様書
　　（機械設備工事編）H16年版」抜粋

第2編 共通工事 
　第2章 配管工事 
　　第7節 埋設配管 

2.7.2埋設深さ  埋設深さは図2.7.5による。
図中の車両道路とは構内車両道路程度のもの
をいう。 

2.7.2埋設深さ  管の地中埋設深さは、車両道
路では管の上端より600mm以上、それ以外で
は300mm以上とする。ただし、寒冷地では凍
結深度以上とする。 

国道下に、φ350以上の下水道管を埋設
する場合の浅埋設基準について

　道路法施行令第12条第4号によれば、下水道管の本線
を埋設する場合においては、その頂部と路面との距離は
3m（工事実施上やむをえない場合にあっては1m）以下
としないことと規定されている。従って、呼び径φ350以
上の下水道管は、土被り1m未満の浅い深さに埋設する
ことはできない。 

３.２ 埋設の深さ（通達文抜粋）

３.１ 通達文書名

機械編 
3章 給水設備工事 
　3節 施工 
　　 3.3.2埋設深さ　管の地中埋設深さは、敷地内車
両経路では、管の上端より600mm以上、それ以
外では呼び径32mm以下は300mm、呼び径
40mm以上65mm以下は450mm、呼び径
75mm以上は600mmとする。ただし、寒冷地で
は凍結深度以上とする。 

１.２ 国土交通省 大臣官房官庁営繕部監修
　　「機械設備工事監理指針H16年版」抜粋

１.３ 国土交通省 住宅局 住宅総合整備課監修
　　公共住宅事業者等連絡協議会編集
　　「公共住宅建設工事共通仕様書
　　H16年版」抜粋

h
h：埋設深さ（mm） 
h＞凍結深度 
h≧600…車両道路 
h≧300…上記以外 

図2.7.5　管の埋設深さ 

（1）文書番号　建設省道政発第32号・建設省道国発第5号 

（2）通 達 日　平成11年3月31日 

（3）通 達 者　建設省道路局　路政課長・国道課長 

（4）通 達 名　電線、水管、ガス管又は下水道管を道路の地下 

　　　　　　　に設ける場合における埋設の深さ等について 

 

１ 

２ 

３ 

図1.1水道用硬質塩化ビニル管の埋設深さ 図1.2下水道用硬質塩化ビニル管の埋設深さ 

（※注）通達文を図示すると図1.1および図1.2の通りとなります。 

表　層 

基　層 

上層路盤 

下層路盤 

管 

表　層 

基　層 

上層路盤 

下層路盤 

管 

本線の場合 本線以外の線の場合 

0.3m以上 

舗装厚 舗装厚 

0.3m以上 

1.0m以上 0.6m以上 

表　層 

基　層 

上層路盤 

下層路盤 

管 

0.3m以上 

舗装厚 

0.6m以上 

国道下に、呼び径300以下の管を埋設する場合の浅埋設基準について

事業の種類ごとに次の基準に従って行なうものとする。 
(1) 水道事業及びガス事業 
　水管又はガス管の頂部と路面との距離は、当該水管又
はガス管を設ける道路の舗装の厚さに0.3mを加えた値
（当該値が0.6mに満たない場合は、0.6m）以下としな
いこと。（※注図1.1参照） 
　なお、水管又はガス管の本線以外の線を歩道の地下に
設ける場合は、その頂部と路面との距離は0.5m以下と

しないこと。ただし、切り下げ部がある場合で、路面と当該
水管又はガス管の頂部との距離が0.5m以下となるときは、
当該水管又はガス管を設ける者に切り下げ部の地下に設け
る水管又はガス管につき所要の防護措置を講じさせること。

(2)下水道事業 
　下水道管の本線の頂部と路面との距離は、当該下水道
管を設ける道路の舗装の厚さに0.3mを加えた値（当該
値が1mに満たない場合は、1m）以下としないこと。 
　なお、下水道管の本線以外の線を、車道の地下に設ける
場合は、その頂部と路面との距離は当該道路の舗装の厚
さに0.3mを加えた値（当該値が0.6mに満たない場合に
は、0.6m（※注図1.2参照）、歩道の地下に設ける場合に
は、その頂部と路面との距離は0.5m以下としないこと。
ただし、歩道の地下に設ける場合で、切り下げ部があり、路
面と当該下水道管の頂部との距離が0.5m以下となると
きは、当該下水道管を設ける者に切り下げ部の地下に設
ける下水道管につき所要の防護措置を講じさせること。 
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1314

瀬
戸
内
海
の
安
芸
の
国（
広
島
県
）と 

伊
予
の
国（
愛
媛
県
）の
間
に
点
在
す
る 

無
数
の
島
々
、芸
予
諸
島
。 

室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代 

瀬
戸
内
を
支
配
し
た
村
上
水
軍
の 

本
拠
地
に
な
っ
た
島
々
が
あ
り
、 

そ
れ
ら
の
史
跡
も
数
多
く
残
っ
て
い
る
。 

ま
た
、江
戸
時
代
に
は 

九
州
や
京
阪
神
か
ら
の 

海
上
の
経
由
地
と
し
て
栄
え
た
。 

春
霞
に
包
ま
れ
た 

歴
史
豊
か
な
小
島
を 

フ
ェ
リ
ー
で
め
ぐ
る
。 

▲多々羅大橋　広島県の生口島と愛媛県の大三島を結ぶ世界最長（全長1480ｍ）の斜張橋。 

2

お
宝
の
島
、大
三
島 

　
広
島
県
・
尾
道
と
愛
媛
県
・
今
治
の

間
、６
つ
の
島
を
７
つ
の
橋
で
結
ん
だ

「
し
ま
な
み
海
道
」
。
な
か
で
も
最

大
の
島
が
大
三
島
で
あ
る
。

高
速
道
路
で
結
ば
れ
非

常
に
便
利
に
な
っ
た

大
三
島
で
あ
る
が
、

昔
の
人
の
よ
う
に

船
で
上
陸
し
た
。 

と
り
あ
え
ず
島
の

大
き
さ
を
実
感
し

よ
う
と
一
周
す
る
こ

と
に
し
た
。
周
回
道

路
の
県
道
51
号
線
は
40

分
ぐ
ら
い
で
島
を
回
る
こ
と
が

で
き
る
。
印
象
的
な
の
は
、や
は
り
美

し
い
海
岸
線
。
走
る
場
所
に
よ
っ
て
、

大
島
や
伯
方
島
な
ど
の
隣
接
す
る
島
々

か
ら
四
国
や
広
島
県
竹
原
市
と
風
景

の
変
化
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
山
側
に
は
甘
夏
や
ネ
ー
ブ
ル
な
ど
が

た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
。 

　
周
回
道
路
を
走
っ
て
い
て
ひ
と
き
わ

目
を
引
く
の
が
、多
々
羅
大
橋
。
生
口

島
と
大
三
島
の
間
に
架
か
る
世
界
一
の

斜
張
橋
で
、
鳥
が
羽
を
広
げ
た
よ
う

な
フ
ォ
ル
ム
と
形
容
さ
れ
、非
常
に
美

し
い
橋
で
あ
る
。
周
り
に
視
界
を
妨
げ

る
物
が
な
い
た
め
非
常
に
爽
快
な
風

景
で
あ
る
が
、た
だ
こ
の
時
期
、か
す

み
が
か
か
る
た
め
対
岸
の
生
口
島
と

橋
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
は
っ
き
り
し

な
い
の
が
少
し
残
念
だ
っ
た
。 

そ
し
て
大
三
島
の
シ
ン
ボ
ル
、

大
三
島
の
宝
、い
や
日
本
の

宝
で
あ
る
の
が
大
山
祇
神

社
。
ま
ず
三
万
二
千
m
と 

    

 

 

      

い
う
神
社
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

本
州
や
四
国
か
ら
橋
も
な
い
時
代
に

な
ぜ
こ
れ
だ
け
大
き
な
神
社
を
こ
の

島
に
建
て
た
の
か
不
思
議
な
く
ら
い

で
あ
る
。
土
産
物
屋
が
並
ぶ
参
道
を
進

み
、大
き
な
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
そ
の
向

こ
う
に
は
広
い
境
内
が
広
が
る
。
早
朝

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、境
内
は
掃
き
清

め
ら
れ
す
が
す
が
し
い
。
ま
た
、境
内

の
中
央
に
そ
び
え
る
「
小
千
命
、御
手

植
の
楠
」
と
呼
ば
れ
る
樹
齢
二
千
六
百

年
の
楠
が
神
聖
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

す
。
そ
の
裏
の
神
門
か
ら
切
妻
造
り
の

拝
殿
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
神
社
で
有
名
な
の
が
、甲
冑
や

太
刀
等
が
納
め
ら
れ
て
い
る
宝
物
館
。

と
く
に
全
国
の
国
宝
や
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
甲
冑
の
八
割
が

こ
こ
に
あ
る
。
古
来
よ
り
こ
の
神
社
が

山
の
神
、海
の
神
、戦
い
の
神
と
し
て

歴
代
の
朝
廷
や
武
将
か
ら
尊
崇
を
集

め
、源
氏
や
平
家
を
は
じ
め
多
く
の
武

将
が
武
具
を
奉
納
し
た
た
め
と
言
わ

れ
て
い
る
。 

▲大山祇(おおやまずみ)神社（拝殿） 
神武天皇御東征にさきがけ、祭神の子孫・小千命が先駆者として伊予
二名島（四国）に渡り瀬戸内海の治安を司っていた時、芸予海峡の要
衝である大三島を神地と定め鎮祭したことに始まると伝えられる。 

▲小千命(おちのみこと)　御手植の楠 
大山祇神社の御神木。御祭神の大山積神を大三島の地へ勧請された
小千命によって植えられたとされている。この木を含めて、神社内に
は38本の天然記念物の楠がある。 

鼻栗展望台から眺望 
大三島橋から伯方島を見渡せる。 
 

広島
県

広島
県・愛

媛県愛媛
県 

広島
県・愛

媛県
 

お
お
や
ま
ず
み 

お
ち
の
み
こ
と 

広島県 

愛媛県 

大崎下島 

大三島 
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ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
町
、 

　
　
　  

御
手
洗（
大
崎
下
島
） 

　
瀬
戸
内
海
の
島
に
今
な
お
昔
の
面

影
を
残
す
町
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

大
崎
下
島
の
御
手
洗
と
い
う
町
に
向

か
っ
た
。
大
崎
下
島
へ
は
広
島
各
地
や

今
治
か
ら
フ
ェ
リ
ー
が
出
て
い
て
、そ

の
多
く
が
大
長
港
に
着
く
。 

　
御
手
洗
は
江
戸
時
代
に
は
大
坂
に

並
ぶ
米
相
場
が
あ
り
、九
州
や
関
西
そ

し
て
四
国
の
商
人
が
往
来
し
非
常
に

栄
え
た
。
往
時
の
面
影
を
残
す
船
宿

や
御
茶
屋
な
ど
が
保
存
さ
れ
、平
成
６

年
に
国
か
ら
「
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」に
指
定
さ
れ
た
。ま
た
、

江
戸
後
期
、明
治
、大
正
、昭
和
と
各

時
代
の
建
物
が
残
っ
て
い
る
の
も
こ
の

町
の
特
徴
で
あ
る
。 

　
こ
の
町
の
メ
イ
ン
通
り
と
な
っ
て
い

る
の
が
、問
屋
街
と
し
て
賑
わ
っ
て
い

た
と
い
う
常
盤
町
通
り
。
通
り
と
い
っ

て
も
そ
れ
ほ
ど
広
い
わ
け
で
は
な
い
。

通
り
に
並
ぶ
家
々
の
白
壁
と
格
子
が

見
事
に
調
和
し
、ま
る
で
京
の
町
家
の

よ
う
な
た
た
ず
ま
い
。
各
家
に
は
小
さ

な
生
け
花
が
飾
ら
れ
、通
り
に
ア
ク
セ

ン
ト
を
付
け
て
い
る
。 

　
こ
の
通
り
の
一
角
に
は
木
材
問
屋
を

改
装
し
て
作
っ
た
「
潮
待
ち
館
・
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、町
の
案
内

を
し
て
く
れ
る
。「
町
村
合
併
が
行
わ

れ
る
前
、御
手
洗
町
は
日
本
一
小
さ
い

町
と
呼
ば
れ
、そ
れ
が
町
民
の
誇
り
だ

っ
た
」
と
語
る
の
は
御
手
洗
自
治
会
長

を
務
め
る
今
崎
仙
也
さ
ん
。
高
齢
化

が
進
み
、町
に
活
気
が
無
く
な
り
か
け

て
い
た
が
、町
並
み
保
存
地
区
に
指
定

さ
れ
た
の
を
契
機
に
町
作
り
保
存
団

体
が
結
成
さ
れ
、町
民
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
始
ま
っ
た
。
町
の
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
、町
の
美
化
運
動
、そ
し
て

情
報
発
信
が
そ
の
活
動
の
柱
で
あ
る
。 

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
も
町
民
が
寄
付

を
募
り
、設
立
し
運
営
し
て
い
る
。
外

部
か
ら
観
光
客
が
来
て
も
案
内
す
る

者
も
い
な
い
と
困
る
と
い
う
こ
と
で
、

町
民
が
観
光
ガ
イ
ド
を
無
料
で
行
う
。

今
崎
さ
ん
は
「
鋭
利
目
的
と
し
て
い
な

い
の
で
、町
民
み
ん
な
が
利
害
関
係
無

し
に
頑
張
れ
る
」
と
語
る
。 

　
自
分
達
の
祖
先
が
残
し
て
く
れ
た 

文
化
財
を
誇
り
に
し
、そ
れ
ら 

を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
生
活 

の
中
に
取
り
込
ん
で
い
く 

素
敵
な
町
で
あ
る
。 

日
本
一
古
い
時
計
店 

　
今
か
ら
約
１
４
０
年
前
、ま
だ
明
治

維
新
前
に
大
崎
下
島
で
時
計
店
を
開
こ

う
と
い
う
人
が
い
た
。
新
光
時
計
店
の

松
浦
敬
一
さ
ん
の
曾
祖
父
だ
。
そ
の
開

店
当
時
の
名
残
が
店
内
に
残
っ
て
い
る
。 

　
米
国
、コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
ア
ン
ソ

ニ
ア
製
の
ホ
ー
ル
時
計
。
新
店
舗
の

目
玉
に
と
い
う
こ
と
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

         

か
ら
輸
入
さ
れ
た
。
堂
々
た
る
風
格

を
も
つ
そ
の
時
計
は
今
な
お
時
を
刻
む
。 

　
し
か
し
、こ
の
時
計
店
が
す
ご
い
の

は
古
さ
だ
け
で
は
な
い
。
時
計
店
４
代

目
の
松
浦
さ
ん
の
時
計
職
人
と
し
て

の
技
術
力
。
ク
オ
ー
ツ
時
計
全
盛
の
時

代
と
な
っ
た
今
日
、時
計
職
人
の
腕
が

落
ち
、と
く
に
機
械
時
計
の
修
理
が
で

き
る
職
人
が
非
常
に
少
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。
松
浦
さ
ん
は
昭
和
19
年
に

代
々
時
計
店
を
営
む
家
に
生
ま
れ
、祖

父
に
連
れ
ら
れ
大
阪
に
時
計
の
仕
入

れ
に
行
っ
た
の
を
始
め
に
、時
計
の
中

で
育
ち
40
年
以
上
も
時
計
職
人
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。 

今
で
は
そ
の
技
術
力
が
有
名
に
な
り

全
国
か
ら
珍
し
い
時
計
が
松
浦
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
持
ち
込
ま
れ
る
。
ど
ん
な

時
計
で
も
ま
ず
直
せ
な
い
時
計
は
な

い
と
い
う
松
浦
さ
ん
。
し
か
し
、努
力 

だ
け
で
は
で
き
な
い
才
能
が
い
る
仕 

                   

事
で
あ
る
。
機
械
時
計
の
数
も
少
な
い

た
め
、中
途
半
端
な
技
術
で
は
ま
ず
仕

事
は
無
い
厳
し
い
世
界
で
あ
る
。 

　
60
歳
を
越
え
て
も
ま
だ
ま
だ
技
術

的
な
レ
ベ
ル
は
上
げ
ら
れ
る
と
、店
の

窓
際
に
座
っ
て
作
業
を
進
め
る
。
古
い

町
並
み
が
残
る
御
手
洗
で
、文
字
通
り

日
本
一
古
い
時
計
店
が
そ
の
歴
史
を
刻

み
続
け
て
い
く
。 

  

各家の正面に飾られた可愛らしい生け花。
３年前から女性のグループ「さくら会」の
人たちが自分たちで花を育ていけている。 

新光時計店の4代目 
松浦敬一さん 

 
 

窓際で時計の修理を行う松浦さん。時計の内部を見る場合は、
部品の反射が少ない自然光が一番やりやすい。 
 

▲ 

創業当時から時を刻む米国製ホール時計。その他、
店内には珍しい時計やスイスの時計メーカから送ら
れた年代物のポスターなどが飾られている。 

▲ 

常盤町通り 
御手洗の特徴的な町並み。白壁と格子の調和が美しい。 
各家には建物の特徴や建築年代などが記されている。 

▲
 

御手洗自治会長の 
今崎仙也さん 

広島
県・愛

媛県
 

新光時計店 
 

〒７３４-０３０２ 
広島県呉市豊町御手洗２２６ 
TEL：０８４６６ー６ー２４２９ 



　
測
量
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、交
通
信
号
シ
ス
テ
ム
等
の

設
計
を
行
う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
入
社
し
、名
古
屋

に
配
属
さ
れ
た
。
大
崎
上
島
と
い
う
島
で
育
っ
た
人
間
に
と

っ
て
、都
会
生
活
は
楽
し
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、

突
然
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
会
話
が
な

く
、ほ
と
ん
ど
電
話
も
な
か
っ
た
父
、正
博
さ
ん
か
ら
で
あ

る
。「
島
に
戻
っ
て
く
る
気
は
な
い
か
」
。
都
会
で
の
楽
し
い

生
活
を
捨
て
て
島
に
戻
る
か
ど
う
か
悩
み
抜
い
た
末
、戻
る

決
心
を
し
た
の
が
平
成
８
年
。 

　
入
社
後
は
ま
ず
現
場
作
業
員
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
オ
フ

ィ
ス
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
か
ら
い
き
な
り
戸
外
で
の
仕
事
へ
と
、

環
境
が
１
８
０
度
変
わ
る
。
ま
ず
何
を
す
る
に
も
軍
手
を
外

さ
な
い
。
安
全
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
手
が
汚
れ
る
の
が
い

や
で
、と
く
に
爪
先
に
土
が
入
る
の
が
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
晴
れ
の
日
に
は
、日
焼
け
止
め
を
塗
っ
て
現
場
に
出
た
。

今
か
ら
思
う
と
、本
当
に
変
わ
っ
た
作
業
員
だ
っ
た
と
自
ら

を
笑
う
。 

　
作
業
員
と
し
て
日
々
の
工
事
に
全
力
投
球
し
、充
実
し

た
毎
日
を
送
っ
て
い
た
河
本
氏
に
昨
年
大
き
な
転
機
が
訪

れ
る
。
父
、正
博
さ
ん
の
急
逝
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
工
事
の

こ
と
だ
け
で
、会
社
の
経
営
ま
で
考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
。

跡
を
継
い
で
代
表
取
締
役
に
就
任
し
て
か
ら
は
、自
分
に
何

が
で
き
る
の
か
、ま
た
ど
う
す
れ
ば
こ
の
会
社
が
生
き
残
っ

て
い
け
る
の
か
絶
え
ず
頭
か
ら
離
れ
な
い
。
そ
し
て
考
え
抜

い
た
末
、２
つ
の
結
論
に
到
達
し
た
。 

　
ま
ず
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
社
員
一
人
一
人
の
技
術
力
を

信
じ
て
、着
実
に
仕
事
を
こ
な
し
て
い
く
こ
と
。
幸
い
に
も

大
手
建
設
会
社
の
仕
事
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
法
の
経

験
者
が
多
い
た
め
、下
水
道
工
事
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
工

事
か
ら
一
般
建
築
工
事
ま
で
幅
広
い
仕
事
が
で
き
る
。
そ
う

し
た
現
状
の
技
術
力
に
加
え
、さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

期
待
す
る
。 

　
社
員
の
技
術
力
と
と
も
に
重
要
な
の
が
人
と
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
。
先
代
の
社
長
や
社
員
が
築
き
上
げ
た
信
頼
関

係
に
よ
っ
て
、島
内
の
み
な
ら
ず
広
島
県
内
か
ら
も
工
事
依

頼
が
入
っ
て
く
る
。
ま
た
、工
事
内
容
に
よ
っ
て
は
単
独
で
は

行
え
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、協
力
会
社
と
の
連
係
は
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
。 

　
決
し
て
大
き
な
夢
を
語
ら
な
い
河
本
氏
。
し
か
し
堅
実
に
、

一
歩
ず
つ
進
む
こ
と
に
よ
り
小
さ
な
夢
を
実
現
さ
せ
て
ゆ
く
。 
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株式会社 河本建設 
本　社：広島県豊田郡大崎上島町中野５５２２の１１ 
主業務：土木工事、建築工事、下水道工事、水道工事 

代表取締役 

河本 貴則さま 
昭和48年大崎上島で生まれる。 
平成8年河本建設に入社。 
平成17年に代表取締役に就任。 
 

逆
境
を
バ
ネ
に
社
員
の
力
を
結
集

参考出典 ：『決定版 暮らしの裏ワザ知得メモ』（発行：主婦の友社） 

※レモン半個につき20～30秒 

※乾物は水でひたひたにし、 
　ラップを「落とし蓋」みた 
　いにする。 

ど
う
、 

た
ま
に
は
 

う
う
っ
、 

皮
が
厚
く
て
 

固
い
…
 

電
子
レ
ン
ジ
で
 

加
熱
し
て
ご
ら
ん
。
 

柔
ら
か
く
な
る
よ
 

ち
ょ
っ
と
、 

待
っ
た
！
 

チューハイ
　　好き→

電
子
レ
ン
ジ
は
 

便
利
だ
ね
〜
、 

む
に
ゃ
む
に
ゃ
…
 

あ
ら
ら
、 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、 

の
び
ち
ゃ
っ
た
…
 

「電子レンジで 
柔らかく」の巻 

乾
物
を
急
い
で
も
ど
し
て
 

柔
ら
か
く
し
た
い
と
き
は
、 

耐
熱
容
器
に
入
れ
て
水
で
浸
し
、 

砂
糖
を
ひ
と
つ
ま
み
入
れ
て
か
ら
、 

ラ
ッ
プ
を
し
て
3
分
ほ
ど
 

チ
ン
す
る
の
さ
 

そ
う
な
ん
だ
 

な
る
ほ
ど
 

捨
て
る
前
に
レ
モ
ン
の
皮
だ
け
を
1
分
間
チ
ン
 

し
て
ご
ら
ん
。
香
り
の
成
分『
リ
モ
ネ
ン
』が
、 

電
子
レ
ン
ジ
に
こ
も
っ
た
臭
い
を
消
す
よ
。
 

キ
ッ
チ
ン
に
も
い
い
香
り
が
す
る
し
ね
 

切
り
餅
を
柔
ら
か
く
 

し
た
い
と
き
は
、ボ
ウ
ル
に
い
れ
、 

た
っ
ぷ
り
の
水
で
１０
分
ほ
ど
浸
け
た
後
、 

水
を
ほ
ん
の
少
し
だ
け
残
し
て
ラ
ッ
プ
を
 

か
け
て
か
ら
チ
ン
。
ぐ
ー
ん
と
の
び
る
、 

あ
の
、食
感
が
…
再
現
で
き
、る
の
さ
…
 

い
い
ね
ぇ
。
 

レ
モ
ン
で
い
た
だ
こ
う
 

か
し
ら
 



PAL インフォメーション 

▲クリップアンカーと全ねじボルト
　を取り付け（本管VUφ150） 

▲スマートクロスの取り付け ▲副管部を取り付けて施工完了 

直接取り付け 

じょうご形状 

副管部 

スロープ形状 

コンパクト 
コンパクト 

広　い広　い 
広　い 

傾斜地対応 

多彩な機能と優れた施工性・維持管理性 

●急勾配の傾斜地にも対応。 

●流れがスムーズな「じょうご状」の流出口。 

●本体・ふたがポリエチレン製なので、軽量で取り扱いが容易。 

●ボルト・ナットで固定するだけで接合剤が不要。 

●マンホール内が広く使える省スペース設計。 

●維持管理器具を挿入しやすい点検口サイズ。 

 

 

マンホール内が広く使え、施工も簡単。 
貼付型内副管継手 

施工は早く、メンテナンスはラクに…。そんなニーズにお応えする
のが、クボタシーアイの『スマートクロス』。マンホール内壁に貼
り付け、本管と副管が別施工できる新型の内副管継手です。この
たび副管径φ150に加え、マンホール内が一層広く使える副管径
φ100も新たにラインナップしました。 

幅広い本管管種に適応します 

副管径 1号 
(内径900mm)

本　 管 2号 
(内径1200mm)

100

150

ー 

● 
（R=368)

● 
（R=443)

● 
（R=443)

ー 

● 
（R=593)

PRP150以下 
SRA(VU)150以下 
HP150以下 
CP150以下 
PRP200以下 
SRA(VU)250以下 
HP200以下 
CP200以下 

0号 
(内径750mm)

マンホール 

施
工
手
順 

スマートクロス 

321

4

パルちゃんの 
レッツトライクッキング 

材 料 （4人分） 

もめん豆腐／ 
1丁 

合挽きミンチ肉／ 
100～150g

玉ねぎ／小1個 

卵／1個 

パン粉／適量 

※ 塩・こしょう・サラダ油／少々 

あっさり豆腐ハンバーグ あっさり豆腐ハンバーグ あっさり豆腐ハンバーグ 

みなさんこんにちは。今回は豆
腐を使った和風ハンバーグにト
ライです。電子レンジを効果的

に使えば、お料理が一層簡
単に。ポン酢であっさり、
ウイスキーや冷酒にも良
く合います。 

玉ねぎをみじん切りにして、電子レン
ジで1分チンする。 

ボウルに豆腐、ミンチ肉、玉ねぎ、卵
を入れて、手で練り混ぜる。 
※パン粉を入れながら、まとめやす
　い固さに調整してね。 

※最後に塩・こしょ
う（少々）を忘

れずに！ 
 

豆腐を水切りする。 
※キッチンペーパーに包んで電子レ
　ンジで4～5分チンするとラク簡単。 

ゆでた温野菜（人参、いんげん、ブロッ
コリー、もやし等）や、またはそれらを
ソテー（炒めて塩・こしょうで軽く
味付け）したものを添えてみよう！
和風のお皿に盛りつけて召
し上がれ。 

ポン酢をかけてどうぞ。 
※ケチャップをかけても美味しいよ！ 

フライパンに薄く油を引き、表・裏2
分程度ずつ中～弱火で焼く。 
※少し押さえて　　　透き通った汁

が出れば焼
き上がり（あ
まり押さえる
とふわふわ感
がなくなるの
で要注意！）。 
 

1920



■宮城県沖地震（2003年）、新潟県
中越地震（2004年）、福岡県西方沖
地震（2005年）などと、毎年のように
起きる大地震。「災難は忘れた頃に
やって来る」とはいいますが、これだ
け続くと忘れることなどできません。な
かでも東海地震はいつ発生してもお
かしくない（内閣府・中央防災会議）
といわれており、片時も気の抜けない
状況です。今回は、そうした地震から
下水道を守る最新事例について特
集してみました。 

■『にっぽん探訪』で訪れた大崎下
島は、大長みかんやレモンの発祥地
でオレンジの島。オレンジが道端にこ
ぼれ「思わずMOTTAINAI！」と叫
んだほどでした。収穫しているおばさ
んに聞くと、作る方も高齢化で収穫が
遅れがちであるとか。オレンジ作りも
大変です。 

■今回よりPALの誌面が変わりました。
いかがでしたでしょうか。編集部への
お便りは官製はがきでも結構です。
次号もよろしく！ 

個人情報保護について
クボタシーアイは、個人情報保護に関す
る法令やガイドライン等を遵守すべく、
個人情報保護方針を定めています。こ
れに則りPALにお寄せいただいた全て
のお便り（電子メール含む）に記載され
た個人情報は、本誌送付先管理や各種
照会に対する回答、クイズ当選景品の
発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）
等の利用目的に限定し、その範囲を超
えてお客様の個人情報を取り扱うこと
は致しません。また個人データの安全
管理が図られるよう、当社従業員、委託
先等に対する必要かつ適切な監督を行
うとともに、印刷や送付等で個人データ
を第三者との間で共同利用する場合は、
当該第三者との間で契約や取り決めを
交わす等、法令上必要な措置を講じます。 

＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホー
ムページ（http://www.kubota-ci.co.jp）
に掲載しています。 

熊本県・山都町役場 
篠田眞由美さまの作品 

山口県・下関市水道局 
岡村則幸さまの作品 

北海道・室蘭市水道部 
伊藤ゆかりさまの作品 

新潟県・株式会社拓越 
遠田恵利子さまの作品 

秋田県・能代市指定 
水道工事店協同組合 
山崎恵子さまの作品 

島根県・大田市 
水道事業局 

藤井文武さまの作品 

橋 

大 

輔 

清 

水 

高 小 

成 

田 

童 

香 

宏 保 村 上 原 

子 愛 荒 田 

夢 静 今 雅 

ロ メ 井 彦 

川 歩 岡 崎 

野 寺 美 朋 

第156号の正解
答：山内一豊
多数のご応募ありがとうございました。 
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。 

2122

ヒント 

　覚えていますか、あの選手。今回のテーマはトリノ
五輪。ひとつの漢字を起点に水平・垂直にマス目を
進んで行くと、その人物の名前が出てきます。最後
まで解答できたら4つの漢字が余りますので、それ
を並べかえてある人物の名を当ててください。はさ
み込み葉書に答えを書いてお送りください。正解者
多数の場合、抽選で100名様に記念品を進呈します。 

当選個数は1個です。色の指定はご容赦願います。（マウスは含まれません） 

ブラウン色調の高級感場所をとらないコンパクトタイプ 

●モーグル、3度目の正直もメダルに届かず。 
●500ｍ決勝38秒46、惜しくも第4位。 
●男子フィギュアで、たった一人の出場。 
●カーリングブームに火を付けた。 
●男子スピードスケート、3個目のメダルならず。 
●まさかの失格劇。今季で引退を決意。 
●スノボの兄妹といえば…。 

※ここにご紹介する以外にも、今回も多くのお便り、イラ
ストをお送りいただきました。誠にありがとうございました。 
 

埼
玉
県
・
羽
生
市
水
道
部 

中
島
　
恵
さ
ま 

地
元
を
愛
す
る
気
持 

　
毎
回
「
こ
ん
に
ち
は
！
工
事
店
さ

ま
訪
問
記
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
前
号
・
　
紀
の
国
設
備
さ
ん
の

皆
瀬
社
長
の
お
話
の
中
で
、「
地
元
で

生
き
生
き
と
働
く
若
者
を
育
て
る

職
場
を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
い
う
強
い

希
望
を
も
ち
、嬉
し
そ
う
に
語
る
様

子
に
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

地
元
を
愛
し
、社
会
を
明
る
く
、そ

し
て
そ
こ
で
働
く
若
者
た
ち
を
も
育

て
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
に
、私
も
地

元
を
愛
し
社
会
の
中
で
役
立
つ
よ
う

に
し
っ
か
り
働
い
て
い
こ
う
と
心
新
た

に
し
ま
し
た
。 

■
地
元
で
の
人
材
育
成
こ
そ
が
、「
地

方
力
」の
源
泉
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

福
岡
県
・
筑
穂
町
役
場 

吉
原
久
美
さ
ま 

Ｅ
Ｘ
工
法
に
感
心 

　
職
場
で
Ｐ
Ａ
Ｌ
を
拝
読
し
て
い
ま

す
。い
つ
も
最
新
工
法
の
レ
ポ
ー
ト
を

読
ん
で
、感
心
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

「
Ｅ
Ｘ
工
法
」
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
事
務
職
で
す
の
で
、む
つ
か
し

い
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、既
存
の

施
設
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
更
生
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
、今
後
ま
す
ま
す

必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
技
術
開
発
に
期
待
し
て

い
ま
す
。 

■
ま
ち
の
財
産
「
下
水
道
」
は
、い
つ

ま
で
も
大
切
に
使
い
た
い
も
の
で
す
。 

 

岡
山
県
・
高
梁
市
有
漠
地
域
局 

上
田
雅
嗣
さ
ま 

厳
し
い
冬
に
大
忙
し 

　
昨
年
か
ら
例
年
に
な
く
厳
し
い
寒

さ
の
日
が
続
い
て
、道
路
の
凍
結
、水

道
管
の
破
裂
等
、忙
し
い
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
雪
国
か
ら
は
悲
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
毎
日
の
よ
う
に
流
れ
て
き
て
、心

痛
め
る
ば
か
り
で
す
。
早
く
春
が
来

な
い
か
と
、い
つ
に
も
ま
し
て
思
わ
れ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

■
今
年
の
冬
は
全
国
で
厳
寒
に
よ
る

事
故
が
多
く
起
き
ま
し
た
。ご
苦
労

さ
れ
た
方
々
に
は
、心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

     

大
分
県
・
九
州
管
機
工
株
式
会
社 

中
村
京
子
さ
ま 

箴
言
!? 

 

人
生
に
は
３
つ
の
坂
が
あ
り
ま
す
。

登
り
坂
、下
り
坂
、ま
さ
か
！ 

■
良
い
「
ま
さ
か
」
な
ら
大
歓
迎
で

す
が
…
。 

  

北
海
道
・
標
津
町
役
場 

内
村
慎
哉
さ
ま 

大
菅
選
手
が
ん
ば
れ
！ 

　
い
よ
い
よ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
ト
リ

ノ
）が
開
幕
し
ま
し
た
。
標
津
町
か
ら

も
２
大
会
連
続
出
場
の
女
子
ス
ケ
ー

ト（
５
０
０
m
）大
菅
小
百
合
選
手
が

14
日
に
登
場
！
今
回
は
メ
ダ
ル
の
期

待
が
大
き
い
の
で
ガ
ン
バ
ッ
テ
ほ
し
い

も
の
で
す
。 

■
惜
し
く
も
メ
ダ
ル
は
逃
し
ま
し
た

が
、８
位
健
闘
は
す
ご
い
！
。ア
テ
ネ

（
自
転
車
）、 

ト
リ
ノ
と
２
大
会
連
続

出
場
の
26
歳
に
、多
く
の
人
が
元
気

づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

京
都
府
・
三
和
管
工
株
式
会
社 

石
倉
　
宏
さ
ま 

創
刊
に
向
け
悪
戦
苦
闘 

　
い
つ
も
楽
し
く
拝
読
し
て
お
り
ま

す
。
弊
社
で
も
Ｐ
Ｒ
誌
の
発
行
を
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
年
10
月
の
発
行

に
向
け
て
企
画
書
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、

今
、悪
戦
苦
闘
を
し
て
お
り
ま
す
。

年
２
回
発
行
の
予
定
で
す
が
、「
Ｐ
Ａ

Ｌ
」
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。
発
行

の
あ
か
つ
き
に
は
、御
社
に
も
贈
呈
い

た
し
ま
す
。
何
か
発
行
に
向
け
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
下
さ
〜
い
！ 

■
ひ
と
言
で
い
え
ば
「
情
熱
」
で
し
ょ

う
か
。
素
晴
ら
し
い
ご
創
刊
を
お
祈

り
し
ま
す
。 

（株） 


